
 

南海トラフ沿いの大規模地震の予測可能性に関する調査部会について 

 

１．趣旨 

 南海トラフ巨大地震対策検討ワーキングループにおいて、地震・津波に関

する具体的な防災対策を検討するにあたり、大規模地震対策特別措置法、東

南海・南海地震にかかる地震防災対策の推進に関する特別措置法等の法的枠

組みについても検討が行われることとなり、想定する巨大地震の発生時期が

予測できるか否が重要な論点となる。 

 

 想定東海地震については、観測体制が整備され、数時間～数日前の直前予

知の可能性がある我が国で唯一の地震とされている。仮に、現行の観測体制

と知見に基づき想定東海地震の前兆すべりが検出された場合に、それによっ

て発生する地震は、想定東海地震にとどまるのか、南海トラフ巨大地震につ

ながるものとするのかによって、直前予知がなされた際の地震防災応急対策

をとるべき対象地域が変わることになる。そのため、調査部会において、科

学的知見を整理した上で、想定東海地震の前兆すべりが検出された場合に想

定東海地震と連動して地震が発生する範囲の考え方について一定の結論を出

す必要がある。 

 

 一方、地震予知は一般的に困難との認識にあり、南海トラフにおける巨大

地震についても同様ではないか等、様々な議論があることから、南海トラフ

の巨大地震の発生時期の予測可能性について、現時点における科学的知見を

収集、整理することが重要である。 

 

 以上により、南海トラフの巨大地震の発生時期の予測可能性に関する科学

的知見の収集・整理を行うことを目的として、調査部会を設置する。 

 本調査部会の検討結果は、南海トラフ巨大地震対策検討ワーキンググルー

プに報告する。 

 

２．主な調査内容 

 地震発生予測に関する資料の収集・整理 

  ○東北地方太平洋沖地震による知見 

  ○地震発生予測に関する現状確認 

  ○東海地震予知に係る前兆すべり検出の考え方 

  ○各委員からの報告 

    等を整理する。 

 

３．スケジュール 

 ７月  第１回開催（資料の収集・整理開始）、以降数回程度開催 

 ９月～１０月  報告とりまとめ 

資料１ 


